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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 66,458 3.6 5,108 93.3 5,515 46.4 2,935 32.0
22年3月期第2四半期 64,139 △14.3 2,643 △61.4 3,767 △48.0 2,223 △52.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 44.69 ―

22年3月期第2四半期 32.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 194,903 146,495 75.2 2,230.16
22年3月期 194,983 145,345 74.5 2,212.63

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  146,495百万円 22年3月期  145,345百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 16.00 ― 17.00 33.00
23年3月期 ― 17.00

23年3月期 
（予想）

― 17.00 34.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 145,000 7.3 10,000 30.1 10,000 11.0 6,000 17.5 91.34



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異
なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 68,638,210株 22年3月期  69,838,210株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,949,831株 22年3月期  4,149,280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 65,688,576株 22年3月期2Q 68,289,492株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新興国の経済成長を背景とする輸出の伸びや政府の消費刺

激策の効果等により緩やかな回復傾向がみられましたが、欧米経済の減速傾向に、第２四半期後半から急激な円高

が加わり、景気の先行きについては不透明な状況にあります。 

 こうした状況のなか、当社グループは、「2011中期経営計画」の２年目として、「世界的視野でビジネスチャン

スを捉え、新たな成長ステージへ飛躍する！」という基本方針の下、新製品の販売促進による市場の喚起と深掘

り、海外生産・調達の拡大によるコストダウン、子会社の統廃合による経営の効率化など、国内外において積極的

な施策を展開してまいりました。特に、「ビジネス戦略」の中で“成長市場”と位置づけている海外市場のさらな

る事業拡大を目的に、欧州における当社最大の販売代理店 Sitrade Italia S.p.A.を本年10月１日付で子会社化す

ることを本年８月に決議するなど、販売体制の強化を進めてまいりました。 

 当第２四半期連結累計期間におきましては、国内の金融市場では新製品の積極投入等により更新需要を確実に捉

え、販売は順調に推移いたしました。海外市場では、販売網の整備・拡充等を推進したことにより、特に中国を始

めとしたアジアにおける販売が好調に推移いたしました。また、体質強化戦略の一環として、一層の経費削減と製

造原価の低減を推進したことにより、利益率が向上いたしました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は66,458百万円（前年同期比3.6％増）となりました。このう

ち、商品及び製品売上高は50,544百万円（前年同期比4.2％増）、保守売上高は15,913百万円（前年同期比1.7％

増）でありました。利益につきましては、営業利益は5,108百万円（前年同期比93.3％増）、経常利益は5,515百万

円（前年同期比46.4％増）となりました。また、四半期純利益は2,935百万円（前年同期比32.0％増）となりまし 

た。 

  

セグメント別概況 

 報告セグメント別にみますと、次のとおりであります。 

（金融市場） 

 主要製品であるオープン出納システムの販売は、現行機に加え、中小規模店舗向けのコンパクトタイプを投入

したことにより、好調に推移しました。また、ＯＥＭ商品である窓口用入出金システムの販売も、更新需要によ

り好調に推移いたしました。 

 この結果、当セグメントの売上高は、21,579百万円となりました。営業利益につきましては、2,178百万円と

なりました。 

（流通・交通市場） 

 スーパー・専門店で設備投資や新規出店の抑制傾向が続くなど、市場環境は厳しい状況にあったものの、主要

製品であるレジつり銭機やＯＥＭ商品である店舗入出金機等の拡販に努め、販売は堅調に推移いたしました。 

 この結果、当セグメントの売上高は、13,571百万円となりました。営業利益につきましては、1,180百万円と

なりました。 

（遊技市場） 

 カードシステム等に対する設備投資の抑制傾向に加え、市場競争激化の影響もあり、当市場における販売は低

調に推移いたしました。 

 この結果、当セグメントの売上高は、12,166百万円となりました。営業利益につきましては、528百万円とな

りました。 

（海外市場） 

 ＯＥＭ商品であるＡＴＭ用紙幣入金ユニットの販売やアジアにおける紙幣入金整理機・小型紙幣入金機の販売

が好調であったものの、欧米において窓口用紙幣入出金機の販売が低調であったため、当市場全体としては前年

同期並みの売上となりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は、13,486百万円となりました。営業利益につきましては、1,137百万円と

なりました。 

  

 その他の事業セグメントにつきましては、ＯＥＭ商品である公営競馬場向け当選金払出ユニットや券売機の販

売が好調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は、5,654百万円となりました。営業利益につきましては、84百万円となりました。 

  

 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等の

開示に関する会計基準の適用指針」を適用し、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との金

額比較は記載しておりません。 

 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 １）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認 

  められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ２）棚卸資産の評価方法 

   当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚 

  卸高を基礎として、合理的な方法により算定する方法を主としております。 

   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額を見積り、 

  簿価切下げを行う方法によっております。 

 ３）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の 

  発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタッ 

  クス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会 

 計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日） 

 を適用しております。これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、軽微で 

 あります。  

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び 

 事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しており 

 ます。 

  

③（追加情報） 

  当社の連結子会社であった播磨グローリー株式会社及びグローリーテック株式会社の退職一時金制度におけ 

 る退職給付債務の算定方法を簡便法から原則法に変更しております。この変更は、グローリープロダクツ株式 

 会社（旧グローリー機器株式会社）に吸収合併されたことに伴い、原則法対象会社になったためであります。 

 この変更により、当連結会計年度において、簡便法と原則法の差額257百万円を特別損失に計上しております。

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 36,070 37,417

受取手形及び売掛金 29,098 30,687

有価証券 22,700 18,789

商品及び製品 13,983 12,625

仕掛品 6,329 5,612

原材料及び貯蔵品 5,631 5,256

その他 9,147 9,757

貸倒引当金 △230 △524

流動資産合計 122,731 119,621

固定資産   

有形固定資産   

有形固定資産合計 35,389 35,609

無形固定資産   

のれん 2,302 2,681

その他 3,552 3,596

無形固定資産合計 5,855 6,277

投資その他の資産   

投資有価証券 15,717 18,505

その他 17,272 16,850

貸倒引当金 △2,062 △1,881

投資その他の資産合計 30,926 33,474

固定資産合計 72,171 75,361

資産合計 194,903 194,983

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,693 13,272

短期借入金 11,105 11,060

未払法人税等 1,475 1,789

賞与引当金 3,997 3,631

その他 9,231 11,542

流動負債合計 40,503 41,295

固定負債   

退職給付引当金 3,373 3,196

その他 4,530 5,145

固定負債合計 7,903 8,342

負債合計 48,407 49,637



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,892 12,892

資本剰余金 20,629 20,629

利益剰余金 120,090 120,636

自己株式 △5,814 △8,178

株主資本合計 147,798 145,981

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △380 △165

為替換算調整勘定 △922 △470

評価・換算差額等合計 △1,302 △635

純資産合計 146,495 145,345

負債純資産合計 194,903 194,983



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 64,139 66,458

売上原価 41,902 41,170

売上総利益 22,237 25,288

販売費及び一般管理費 19,594 20,179

営業利益 2,643 5,108

営業外収益   

受取利息 188 178

受取配当金 194 412

保険返戻金 486 119

その他 434 169

営業外収益合計 1,304 880

営業外費用   

支払利息 106 81

為替差損 － 335

その他 73 57

営業外費用合計 180 474

経常利益 3,767 5,515

特別利益   

貸倒引当金戻入額 97 73

投資有価証券売却益 232 －

リース解約損失引当金戻入額 － 55

その他 86 51

特別利益合計 416 180

特別損失   

固定資産除却損 160 61

投資有価証券評価損 153 200

退職給付費用 － 257

減損損失 － 358

その他 215 64

特別損失合計 529 942

税金等調整前四半期純利益 3,653 4,753

法人税等 1,430 1,818

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,935

四半期純利益 2,223 2,935



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分は、商品及び製品の機能別種類により区分しております。 

２．各事業区分の主要な商品及び製品は、次のとおりであります。 

貨幣処理機及び貨幣端末機……………オープン出納システム、硬貨包装機、窓口用紙幣・硬貨入出金機、

売上金紙幣・硬貨入金機、紙幣・硬貨レジつり銭機、乗車券販売窓

口用現金管理機、紙幣入金機、紙幣入金ユニット、紙幣整理機、窓

口用紙幣入出金機、ＩＣカード対応食堂システム、病院向け診療費

支払機、選挙用自書式投票用紙分類機 

自動販売機及び自動サービス機器……たばこ販売機、コインロッカー、券売機、プリペイドカードシステ

ム、パチンコ景品払出機、玉・メダル貸し機、玉・メダル計数機、

紙幣両替機、ホール会員管理機、多能式紙幣両替機、自動契約受付

機 

その他の商品及び製品…………………自動窓口受付システム、金利表示ボード、鍵管理機、その他メンテ

ナンス部品 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

  米州  ： 米国、カナダ、中南米諸国 

  欧州  ： ヨーロッパ諸国、中東及びアフリカ諸国 

  アジア ： 東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア諸国 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  

貨幣処理機
及び貨幣端
末機 
（百万円） 

自動販売機
及び自動サ
ービス機器 
（百万円） 

その他の商
品及び製品 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1) 外部顧客に対する売上高 37,665 17,599 8,875 64,139 － 64,139 

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 2,427 2,427 △2,427 － 

計 37,665 17,599 11,302 66,567 △2,427 64,139 

営業利益 636 1,628 348 2,614 28 2,643 

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高 56,761 2,049 4,212 1,115 64,139 － 64,139

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
2,613 0 6 1,144 3,764 △3,764 －

計 59,374 2,050 4,218 2,260 67,904 △3,764 64,139

営業利益（又は営業損失） 2,564 △87 △78 244 2,643 － 2,643



〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

  米州  ： 米国、カナダ、中南米諸国 

  欧州  ： ヨーロッパ諸国、中東及びアフリカ諸国 

  アジア ： 東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア諸国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

   

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、製品・サービスについて、各市場毎に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループのセグメントは、市場別に構成されており、「金融市場」、「流通・交通市場」、「遊

技市場」、「海外市場」の４つを報告セグメントとしております。 

 各セグメントの概要は、以下のとおりです。 

 「金融市場」……………国内の金融機関、日本郵政、ＯＥＭ先等への販売・保守  

 「流通・交通市場」……国内のスーパーマーケット、百貨店、警備輸送会社、鉄道会社等への販売・保守  

 「遊技市場」……………国内の遊技場（パチンコホール等）への販売・保守 

 「海外市場」……………海外の金融機関、警備輸送会社、カジノ、ＯＥＭ先等への販売・保守 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

    （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内のたばこ販売店、たばこ 

 メーカー、病院、自治体、企業等への販売・保守事業を含んでおります。 

     

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

  米州 欧州 アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 3,844 7,229 1,988 13,062 

Ⅱ 連結売上高（百万円）       64,139 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
6.0 11.3 3.1 20.4 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他

（注） 
合計 調整額 

 

四半期連結

損益計算書

計上額 
  

金融市場 
流通・交通

市場 
遊技市場 海外市場 計

売上高               

外部顧客への売上高 21,579 13,571 12,166 13,486 60,803 5,654 66,458 － 66,458 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － － － 

計 21,579 13,571 12,166 13,486 60,803 5,654 66,458 － 66,458 

セグメント損益 2,178 1,180 528 1,137 5,024 84 5,108 － 5,108 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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